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組
合
及
び
農
事
組
合
法
人
が
当
該
組
合
及
び
農
事
組
合
法
人
の
事
務
所
の
掲
示
場
に
掲
示
す
る
方
法
又
は
電
子

公
告
に
よ
り
公
告
を
す
る
場
合
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
公
告
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
ま
で

の
間
、
継
続
し
て
公
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

公
告
に
定
め
る
期
間
内
に
異
議
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
公
告

当
該
期
間
を
経
過
す
る
日

二

前
号
に
掲
げ
る
公
告
以
外
の
公
告

当
該
公
告
の
開
始
後
一
月
を
経
過
す
る
日

組
合
及
び
農
事
組
合
法
人
が
こ
の
法
律
又
は
他
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
公
告
を
電
子
公
告
に
よ
り
行
う
場
合
に

つ
い
て
は
、
会
社
法
第
九
百
四
十
条
第
三
項
、
第
九
百
四
十
一
条
、
第
九
百
四
十
六
条
、
第
九
百
四
十
七
条
、
第

九
百
五
十
一
条
第
二
項
、
第
九
百
五
十
三
条
及
び
第
九
百
五
十
五
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
法
第
九
百
四
十
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
農
業
協
同
組
合
法
第
九
十
七
条
の
四
第
四
項
」
と
、

同
法
第
九
百
四
十
一
条
中
「
こ
の
法
律
」
と
あ
る
の
は
「
農
業
協
同
組
合
法
」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、

必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
九
十
八
条
第
一
項
中
「
、
第
七
十
条
第
一
項
及
び
第
七
十
三
条
の
二
十
二
第
二
項
」
を
「
及
び
第
七
十
条
第
一

項
」
に
改
め
、「
、
中
央
会
」
を
削
り
、同
条
第
二
項
中「
こ
の
法
律
」の
下
に「（
第
八
項
に
規
定
す
る
規
定
を
除
く
。）」

を
加
え
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
第
十
一
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
十
一
条
の
八
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
た

だ
し
書
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
主
務
省
令
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
命
令
と
す
る
。

一

第
十
一
条
の
十
三
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
倉
庫
業
法
第
十
二
条
に
規
定
す
る
主
務
省
令
並

び
に
第
九
十
七
条
第
十
二
号
及
び
第
九
十
七
条
の
二
に
規
定
す
る
主
務
省
令
（
倉
荷
証
券
に
関
す
る
も
の
に
限

る
。）
農
林
水
産
省
令
・
国
土
交
通
省
令

二

第
八
十
二
条
第
二
項
第
十
号
、第
八
十
六
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
四
十
九
条
第
二
項
第
二
号
、

第
七
十
三
条
の
五
第
三
項
、
第
七
十
三
条
の
六
及
び
第
七
十
四
条
第
二
項
第
三
号
、
第
八
十
八
条
第
二
項
第
八

号
並
び
に
第
九
十
二
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
四
十
九
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
七
十
四
条
第
二

項
第
三
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
並
び
に
第
九
十
七
条
第
十
二
号
及
び
第
九
十
七
条
の
二
に
規
定
す
る
主
務
省

令
（
第
八
十
二
条
第
一
項
又
は
第
八
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
組
織
変
更
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。）
農
林

水
産
省
令
・
厚
生
労
働
省
令

三

第
九
十
四
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
及
び
第
九
十
七
条
第
十
二
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
（
金

融
破
綻
処
理
制
度
及
び
金
融
危
機
管
理
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。）
農
林
水
産
省
令
・
内
閣
府
令
・
財
務
省
令

第
九
十
八
条
第
十
一
項
中
「
第
九
項
」
を
「
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
の
次
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

第
十
一
条
の
十
三
第
一
項
並
び
に
同
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
倉
庫
業
法
第
八
条
第
一
項
及

び
第
二
項
、
第
十
二
条
第
二
項
、
第
二
十
二
条
並
び
に
第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
は
、
農
林
水

産
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
と
す
る
。

第
十
一
条
の
十
三
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
倉
庫
業
法
第
二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
主
務

大
臣
の
権
限
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
農
林
水
産
大
臣
又
は
国
土
交
通
大
臣
が
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
行
使

す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

農
林
水
産
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
単
独
で
検
査
を
行
つ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
結
果
を
国
土
交

通
大
臣
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
単
独
で
検
査
を
行
つ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
結
果
を
農
林

水
産
大
臣
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

第
九
十
八
条
の
三
中
「
第
九
十
七
条
の
二
」
を
「
第
九
十
七
条
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
第
六
十
四
条
第
六

項
第
二
号
」
を
「
第
六
十
四
条
第
七
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
九
十
八
条
の
四
中
「
金
融
破
綻た

ん

処
理
制
度
」
を
「
金
融
破
綻
処
理
制
度
」
に
改
め
る
。

第
九
十
八
条
の
五
中
「
第
九
十
八
条
第
十
一
項
」
を
「
第
九
十
八
条
第
十
五
項
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
属
さ
せ
た
農
地
又
は
採
草
放
牧
地
（
以
下
「
農
地
等
」
と
い
う
。）」
を
「
属
さ
せ
ら

れ
た
農
地
等
」
に
、「
属
さ
せ
た
事
項
」
を
「
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
属
さ
せ
た
」を「
属

さ
せ
ら
れ
た
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
前
各
号
」
を
「
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
」
に
、「
属
さ
せ
た
」
を
「
属
さ

せ
ら
れ
た
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
第
一
号
及
び
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
一
号
と

し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

農
業
一
般
に
関
す
る
調
査
及
び
情
報
の
提
供

第
六
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
五
号
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。

２

農
業
委
員
会
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
処
理
す
る
ほ
か
、
そ
の
区
域
内
の
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の

推
進
（
農
地
等
と
し
て
利
用
す
べ
き
土
地
の
農
業
上
の
利
用
の
確
保
並
び
に
農
業
経
営
の
規
模
の
拡
大
、
耕
作
の

事
業
に
供
さ
れ
る
農
地
等
の
集
団
化
、
農
業
へ
の
新
た
に
農
業
経
営
を
営
も
う
と
す
る
者
の
参
入
の
促
進
等
に
よ

る
農
地
等
の
利
用
の
効
率
化
及
び
高
度
化
の
促
進
を
い
う
。以
下
同
じ
。）に
関
す
る
事
項
に
関
す
る
事
務
を
行
う
。

第
六
条
第
四
項
中
「
第
二
項
」
を
「
前
二
項
」
に
、「
同
項
」
を
「
第
二
項
に
規
定
す
る
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化

の
推
進
に
関
す
る
事
項
及
び
前
項
各
号
」
に
、「
基
く
」
を
「
基
づ
く
」
に
改
め
る
。

第
七
条
か
ら
第
十
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
指
針
）

第
七
条

農
業
委
員
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
指
針
を
定
め
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

そ
の
区
域
内
に
お
け
る
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
目
標

二

そ
の
区
域
内
に
お
け
る
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
の
方
法

２

農
業
委
員
会
は
、
前
項
の
指
針
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

農
業
委
員
会
は
、
第
一
項
の
指
針
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
条

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
三
十
五
条
」
を
「
第
四
十
一
条
」
に
、「
第
三
章

都
道
府
県
農
業
会
議
（
第
三
十
六
条

第
五
十
五

第
四
章

全
国
農
業
会
議
所
（
第
五
十
六
条

第
九
十
条
）

第
五
章

罰
則
（
第
九
十
一
条

第
九
十
四
条
）

条
）」を
「
第
三
章

農
業
委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構
（
第
四
十
二
条

第
五
十
四
条
）

第
四
章

雑
則
（
第
五
十
五
条
）

第
五
章

罰
則
（
第
五
十
六
条

第
五
十
九
条
）

」に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
発
展
」
を
「
増
進
」
に
、「
図
り
、
農
民
の
地
位
の
向
上
に
寄
与
す
る
」
を
「
図
る
」
に
、「
、
都
道
府

県
農
業
会
議
及
び
全
国
農
業
会
議
所
に
つ
い
て
、
そ
の
組
織
」
を
「
の
組
織
」
に
、「
を
定
め
る
」
を
「
並
び
に
農
業

委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構
の
指
定
等
に
つ
い
て
定
め
、
も
つ
て
農
業
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
第
六
条
第
一
項
」
の
下
に
「
及
び
第
二
項
」
を
、「
あ
つ
て
委
員
」
の
下
に
「
、
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
農
家
数
」
を
「
農
業
者
の
数
」
に
改
め
、「
農
地
等
」
の
下
に「（
農
地

（
耕
作
の
目
的
に
供
さ
れ
る
土
地
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）又
は
農
地
以
外
の
土
地
で
主
と
し
て
耕
作
若
し
く
は
養
畜

の
事
業
の
た
め
の
採
草
若
し
く
は
家
畜
の
放
牧
の
目
的
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
条

第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４

国
は
、
第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
指
定
を
受
け
た
者
が
行
う
同
項
に
規
定
す
る
農

業
委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
業
務
（
第
四
十
三
条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に

限
る
。）に
要
す
る
経
費
を
負
担
す
る
。

第
二
条
第
五
項
中
「
国
は
」
を
「
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
国
は
」
に
、「
第
四
十
条
第
二
項
」
を
「
第
四
十

二
条
第
一
項
」
に
、「
都
道
府
県
農
業
会
議
が
行
う
業
務
に
要
す
る
経
費
及
び
全
国
農
業
会
議
所
が
行
う
業
務
」を「
農

林
水
産
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
の
指
定
を
受
け
た
者
が
行
う
同
項
に
規
定
す
る
農
業
委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
業

務
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
耕
作
の
目
的
に
供
さ
れ
る
土
地
（
以
下
「
農
地
」
と
い
う
。）」
を
「
農
地
」
に
改

め
る
。

第
四
条
中
第
二
項
を
削
り
、
第
三
項
を
第
二
項
と
す
る
。
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